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【削減状況の自己評価】

温室効果ガス

ｔCO2ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

2,999

部署名：

番号

基準年度

ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

分類
コード

ｔCO2

年度)

目標年度
原単位当たり排出量

① 岡山工場

③CO2換算3,000t以上

目標削減率 目標達成

ベンチマーク指標

未達達成1.8

26

27平成

東京都千代田区神田錦町１－２７

総務部　岡山総務課

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

岡山出張所 岡山県北区下石井2-2-5ニッセイ岡山スクエア6F

本票作成

2,991

台）

ｔCO2

)年度排出量

3,878

業種名：化学工業

医薬品･医薬部外品の製造販売

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

岡山工場

事業の
概　要

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

大鵬薬品工業株式会社
101-8444

②

備前市久々井1775-1

ｔCO2

ｔCO2

（●工場等の数 2 所 ●車両台数（②該当の場合）

8

）年度排出量

ｔCO2

3,809

）年度

箇年度）

（平成

）年度削減実績

ｔCO2

22.7

年度)

生産部門を除いた事務所･休憩室においては空調を夏期28℃冬期20℃設定を遵守し、無人の部屋につ
いてはこまめに消灯をおこない節電を心がけている。
また生産部門では生産計画を見直す事で消費電力の平準化を行うなど電気使用に関しての意識の向上
も見られる。

5

ｔCO2

計画期間： 平成 23

工場等の名称

② 岡山出張所

指標の状況

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

26

関連数値(平成 26 達成率等年度)

27

26

（該当事業者のみ記入）

16

基準年度(平成 22 平成 26 目標年度(平成

対象事業の名称

CO2/( CO2/( CO2/( 



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

その他

その他

県内で
の取組

　 無

　 無

工場等の名称

県内で
の取組

【推進体制】

岡山工場 （26年度実施分）

電力消費量の多い生産工程を電力消費の少ない春先に変更する事でエネル
ギー消費の平準化を計った。
電気消費量削減のため不要な電気の消灯等の励行。

（今後実施予定分）
製品倉庫の水銀灯をLEDへと変更を計画中、CO2の削減を目指す。
また引き続き消費電力の多い品種を夜間･春先等へ生産計画を変更しピーク
シフトを実施する。

ISO14001継続更新し環境委員による巡回等実施。
エネルギー削減への全社員への声かけを実施。

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容

　 無


